























































































































































































Tota1 64 888 952 49 0，0
＊All　mosquitoes　were　females，
＊＊rpecies　identification　and　taxonorny　followed　Tanaka　6’認．（1979）
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　　　　　Fig．1　RT－PCR　of　Mosquito　Pools
1：〆1ηoメ沈61θs　J6s云θガ2exs．，　2＝C％露s6如鴛吻。多zガ6αlex．，
3：ノ1θ吻∫メ砂07z／o％s　6exs．，　4：ノIL．メ砂。多¢」α457exs．，
5：A．躍。駕」乞s14exs．，　P＝WNV　g2266　strain．
特に北海道においては，米国でウエストナイル熱を媒介す
ることが知られている、4θ46s（Oo配6γo嬬％s）ヤブカ属セ
スジヤブカ亜属に属する北海道産10種のうち且．ρ観6’oγ
チシマヤブカの近似種8種は，幼虫（ボウフラ）を個別飼
育して幼虫・蠕あるいは雄成虫で同定するのが確実であり，
主に雌成虫を採集する今回の方法では同定できない．しか
も，これらの種類は行楽シーズンの6月から8月にかけて
道内各地の山林で昼間ヒトから吸血する重要種であるが，
道内での分布も一部地域を除いて不明である．従って，将
来ウイルス分離を試みる可能性のある地域については，そ
の蚊相を幼虫の採集も含めあらかじめ調査しておくことが
重要である．
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